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問　
大
髙
議
員

　
こ
れ
か
ら
の
４
年
間
に
ど
の
よ
う

な
新
規
事
業
を
ど
の
よ
う
に
成
し
遂

げ
て
い
く
の
か
、
ビ
ジ
ョ
ン
を
伺
う
。

特
に
次
の
３
つ
の
事
業
で
新
規
事
業

が
あ
っ
た
ら
具
体
的
な
考
え
も
伺
い

た
い
。

　
イ
、
農
林
水
産
業

　
ロ
、
観
光
事
業

　
ハ
、
健
康
寿
命
延
伸
に
係
る
事
業

答　
町
長

　
当
町
の
基
幹
産
業
で
あ
る
農
林
水

産
業
の
う
ち
、
農
業
に
つ
い
て
は
、

当
町
の
環
境
に
合
致
し
た
高
付
加
価

値
の
あ
る
作
物
栽
培
に
取
り
組
む
と

と
も
に
、
高
収
益
・
省
力
化
の
農
業

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と

考
え
て
い
る
。
水
産
業
に
つ
い
て
は
、

サ
ー
モ
ン
養
殖
事
業
の
推
進
と
と
も

に
、
岩
盤
清
掃
事
業
や
ア
カ
モ
ク
藻

場
造
成
試
験
な
ど
育
て
る
漁
業
の
推

進
に
つ
な
げ
た
い
。

　
林
業
に
つ
い
て
は
、
災
害
に
強
い

山
づ
く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

森
林
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
、

積
極
的
に
里
山
の
整
備
に
関
わ
る
機

運
を
醸
成
す
る
活
動
に
力
を
入
れ
、

林
業
の
振
興
を
図
り
た
い
。

　
観
光
事
業
に
つ
い
て
は
、
白
神
山

地
と
十
二
湖
を
中
心
に
、
そ
の
魅
力

を
地
域
全
体
に
波
及
す
る
施
策
を
展

開
し
た
い
。
自
然
を
壊
す
再
開
発
で

は
な
く
、
今
の
自
然
景
観
を
十
分
に

守
り
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
く
。
更
に
、

当
町
の
優
れ
た
「
自
然
景
観
」
や

「
地
域
食
材
」
を
内
外
に
広
く
Ｐ
Ｒ

す
る
こ
と
で
誘
客
促
進
を
図
っ
て
い

く
。

　
健
康
寿
命
の
延
伸
に
係
る
事
業
に

つ
い
て
は
、
「
健
康
の
ま
ち
づ
く
り

宣
言
」
の
一
つ
で
あ
る
「
年
に
一
度

の
検
診
受
診
」
の
宣
言
ど
お
り
、
今

後
も
受
診
勧
奨
を
行
い
、
異
常
の
早

期
発
見
・
早
期
治
療
に
よ
り
「
早※

世

減
少
」
が
達
成
で
き
る
よ
う
重
点
的

に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
ま
た
、
健
康
寿
命
延
伸
に
は
介
護

予
防
と
認
知
症
予
防
が
重
要
な
こ
と

か
ら
、
身
近
な
場
所
で
高
齢
者
が
定

期
的
に
集
ま
り
、
心
身
の
機
能
を
低

下
さ
せ
な
い
た
め
に
生
き
が
い
活
動

推
進
事
業
を
継
続
し
て
い
く
。 

大髙　恒藏 議員

町長の公約について問
答

おおたか ぞうつね

高収益・省力化の農業、育てる
漁業の推進、森林資源の有効
活用、十二湖を頂点に観光を広
くＰＲ、健康寿命延伸は検診の
受診勧奨及び介護・認知症予
防が重要

町政をただす

▲活け締め作業の様子

▲深浦サーモンを水揚げしている
　様子

※早世＝早く世を去ること。早死に。若死に。
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19　

（
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
）
の
今
後
の

取
組
に
つ
い
て

問　
大
髙
議
員

　
県
内
の
市
町
村
が
対
応
し
て
い
る

事
業
で
、
我
が
町
が
、
ま
だ
実
行
し

て
い
な
い
補
助
や
助
成
事
業
を
洗
い

出
し
、
関
係
事
業
者
や
各
家
庭
の
事

情
を
吸
い
上
げ
る
体
制
を
構
築
し
、

次
の
事
に
つ
い
て
補
助
や
助
成
の
再

検
討
を
す
べ
き
と
思
う
。

①
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
補
助

②
出
産
祝
金
を
母
、
子
に
10
万
円
ず

つ
交
付

③
新
婚
補
助
金

④
米
の
種
子
購
入
代
補
助
等

⑤
全
町
民
無
料
で
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種

　
以
上
に
つ
い
て
、
町
長
の
考
え
を

伺
う
。

答
《
町
長
》

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を

診
断
す
る
検
査
に
は
、
Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査

と
抗
原
検
査
が
あ
る
。
ま
た
、
医
師

に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
疑
わ
れ
検
査
が
必
要
と
判
断
さ

れ
た
場
合
、
費
用
の
自
己
負
担
分
は

公
費
と
な
る
た
め
実
質
無
料
と
な
る
。

現
在
、
優
先
す
べ
き
は
、
感
染
が
疑

わ
れ
る
方
が
確
実
に
検
査
を
受
け
ら

れ
る
こ
と
で
す
の
で
、
自
己
希
望
に

よ
る
検
査
の
無
料
化
は
考
え
て
な
い
。

②
特
別
定
額
給
付
金
を
受
給
で
き
な

い
令
和
２
年
４
月
28
日
以
降
に
生
ま

れ
た
子
供
に
対
し
、
対
象
児
１
人
に

つ
き
10
万
円
を
新
生
児
臨
時
特
別
給

付
金
と
し
て
給
付
す
る
こ
と
を
７
月

の
第
１
０
７
回
臨
時
議
会
に
お
い
て

可
決
し
て
い
た
だ
い
た
。
給
付
申
請

期
限
は
令
和
３
年
４
月
30
日
ま
で
と

し
て
現
在
、
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

③
「
新
婚
補
助
金
」
に
つ
い
て
は
、

国
の
補
助
事
業
で
あ
る
「
新
婚
生
活

支
援
事
業
」
と
思
わ
れ
る
。
現
在
、

実
施
主
体
で
あ
る
市
町
村
の
実
施
は
、

全
国
で
15
パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
町
と
し
て
は
、
今
後
の
他

市
町
村
の
動
向
や
事
業
効
果
を
見
極

め
検
討
し
た
い
。

④
米
の
種
子
購
入
代
補
助
等
に
つ
い

て
は
、
町
内
の
農
家
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
保
険
制
度
へ
の
加
入
が
進
ん
で
い

る
こ
と
か
ら
、
大
き
な
損
害
が
確
認

さ
れ
な
い
現
段
階
に
お
い
て
は
、
町

独
自
で
の
稲
作
農
家
へ
の
コ
ロ
ナ
支

援
策
を
、
早
急
に
検
討
す
る
状
況
に

は
な
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。

⑤
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、

町政をただす

接
種
を
受
け
る
方
が
急
激
に
増
加
す

る
と
安
定
供
給
が
困
難
に
な
る
こ
と

が
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
に
限
り

が
あ
る
中
で
、
優
先
す
べ
き
接
種
対

象
の
高
齢
者
に
ワ
ク
チ
ン
が
行
き
渡

る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
、
町
と
し

て
は
、
現
行
ど
お
り
高
齢
者
等
と
子

供
を
助
成
対
象
と
し
一
部
自
己
負
担

で
実
施
し
た
い
。
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答　
町
長

①
「
地
球
温
暖
化
に
よ
る
気
候
非
常

事
態
宣
言
」
に
つ
い
て
は
、
宣
言
し

た
自
治
体
は
約
50
団
体
に
と
ど
ま
っ

て
お
り
、
当
町
に
お
い
て
の
宣
言
は

今
の
と
こ
ろ
考
え
て
な
い
。

②
深
浦
町
に
は
全
て
の
行
政
区
に
自

主
防
災
組
織
が
あ
り
、
住
民
一
人
一

人
が
「
自
ら
の
命
は
自
ら
守
る
」
、

「
自
ら
の
地
域
は
自
ら
守
る
」
と
い

う
考
え
方
で
、
自
主
的
に
防
災
活
動

を
行
う
組
織
と
な
っ
て
い
る
。
町
で

は
、
平
成
27
年
に
「
自
分
の
い
る
場

所
が
ど
の
程
度
の
浸
水
が
あ
る
の
か
、

ど
こ
に
逃
げ
れ
ば
い
い
の
か
」
を
認

識
し
て
も
ら
う
た
め
、
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
各
家
庭
へ
配
布
し
、
福
祉
施

設
、
各
事
業
所
等
に
も
備
え
付
け
て

い
ま
す
。
自
然
災
害
に
対
処
す
る
生

活
と
心
構
え
を
植
え
付
け
る
た
め
、

今
後
と
も
、
各
自
主
防
災
組
織
や
消

防
団
等
関
係
機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

町
の
避
難
訓
練
等
を
充
実
し
て
い
き

た
い
。

③
本
年
７
月
に
は
、
洋
上
風
力
発
電

事
業
の
促
進
に
向
け
有
望
区
域
と
し

て
、
青
森
県
沖
日
本
海
（
南
側
）
が

有
望
区
域
に
選
定
さ
れ
た
。
今
回
の

有
望
区
域
に
は
、
深
浦
町
の
海
域
は

含
ま
れ
て
な
い
が
、
「
浮
体
式
洋
上

風
力
発
電
」
の
事
業
計
画
を
検
討
し

て
い
る
事
業
者
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

事
業
者
に
よ
り
環
境
ア
セ
ス
メ
ン
ト

の
縦
覧
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
る
周

知
、
実
施
事
業
の
説
明
会
が
開
催
さ

れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。
今
後
、

事
業
者
に
よ
る
具
体
的
な
事
業
計
画

が
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
事
業
に
対

す
る
町
民
の
理
解
や
認
識
が
重
要
と

考
え
る
の
で
、
広
報
紙
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
の
周
知
に
加
え
、
町
民
や

漁
業
関
係
者
を
対
象
と
し
た
説
明
会

や
講
演
会
等
を
開
催
し
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用
・
導
入
推
進

に
向
け
て
理
解
を
深
め
て
い
き
た
い
。

町政をただす

地
球
温
暖
化
対
策
の

取
組
に
つ
い
て

問　
大
髙
議
員

①
気
候
非
常
事
態
宣
言
を
表
明
す
る

考
え
は
な
い
の
か
。

②
自
然
災
害
に
対
処
す
る
生
活
と
心

構
え
を
植
え
付
け
る
事
業
を
推
進
す

べ
き
と
思
う
が
、
町
の
考
え
を
伺
う
。

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
活
用

を
周
知
す
べ
き
と
思
う
が
、
町
の
考

え
を
伺
う
。
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木
造
高
校
深
浦
校
舎
の

来
年
度
募
集
停
止
に

つ
い
て

問　
大
髙
議
員

　
令
和
２
年
10
月
21
日
の
県
教
育
委

員
会
の
会
議
に
お
い
て
募
集
停
止
が

決
定
し
た
と
新
聞
に
掲
載
さ
れ
た
が
、

来
年
受
験
す
る
生
徒
に
対
し
て
ど
の

よ
う
な
補
助
や
助
成
を
考
え
て
い
る

の
か
、
ま
た
、
そ
の
基
準
を
ど
う
設

定
す
る
の
か
。

答　
町
長

　
木
造
高
校
深
浦
校
舎
の
募
集
停
止

が
決
定
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
大

変
残
念
に
思
っ
て
い
る
。
来
年
度
か

ら
は
、
来
年
受
験
す
る
生
徒
に
対
し

て
だ
け
で
は
な
く
、
町
内
の
中
学
校

を
卒
業
後
、
高
校
に
在
学
し
て
い
る

全
高
校
生
を
対
象
に
、
交
通
費
の
支

援
等
に
つ
い
て
、
他
市
町
村
の
例
を

参
考
に
、
公
共
交
通
機
関
の
定
期
券

代
の
一
部
を
助
成
す
る
方
向
で
考
え

て
い
る
。

町政をただす

成
年
後
見
制
度
の
現
状
と

取
組
に
つ
い
て

問　
大
髙
議
員

①
成
年
後
見
人
の
現
状
に
つ
い
て
伺

う
。

②
町
長
が
家
庭
裁
判
所
に
申
し
立
て

る
「
町
長
申
立
て
」
に
よ
る
後
見
人

の
現
状
と
今
後
の
取
組
に
つ
い
て
伺

う
。

答　
町
長

①
成
年
後
見
制
度
の
利
用
が
促
進
さ

れ
る
よ
う
、
制
度
利
用
の
た
め
の
申

立
て
を
行
う
親
族
が
身
近
に
い
な
い

場
合
に
、
町
長
が
代
わ
り
に
家
庭
裁

判
所
に
申
立
て
を
行
う
町
長
申
立
て

や
、
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
本
人
が

後
見
人
に
対
し
て
後
見
業
務
の
報
酬

を
支
払
う
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
の

成
年
後
見
制
度
利
用
支
援
助
成
事
業

を
実
施
し
て
い
る
。

②
成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
て
い
る

方
は
17
人
、
そ
の
内
、
町
長
申
立
て

を
行
っ
た
方
は
約
半
数
の
９
人
で
、

毎
年
１
人
か
ら
２
人
の
町
長
申
立
て

が
あ
る
が
、
今
年
度
は
９
月
末
現
在

で
既
に
３
人
の
町
長
申
立
て
を
行
っ

て
い
る
。
昨
年
４
月
か
ら
、
当
町
と

鰺
ヶ
沢
町
、
更
に
両
町
の
社
会
福
祉

協
議
会
の
２
町
２
社
会
福
祉
協
議
会

が
共
同
に
よ
り
「
権
利
擁
護
セ
ン
タ

ー
あ
じ
が
さ
わ
」
を
運
営
、
成
年
後

見
制
度
等
に
つ
い
て
の
周
知
啓
発
の

ほ
か
、
成
年
後
見
制
度
等
に
関
す
る

相
談
に
つ
い
て
、
支
援
方
法
等
の
協

議
を
行
っ
て
い
る
。
今
後
も
必
要
な

人
に
必
要
な
支
援
が
届
け
ら
れ
、
地

域
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
し
続
け
る

こ
と
の
で
き
る
「
地
域
共
生
社
会
」

の
構
築
に
向
け
た
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
く
。

▲県立木造高校深浦校舎
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株
式
会
社
ふ
か
う
ら
開
発

に
つ
い
て

問　
大
髙
議
員

①
町
か
ら
委
託
さ
れ
た
部
門
は
、
今

後
、
今
ま
で
ど
お
り
続
け
る
と
思
う

が
、
新
し
い
委
託
事
業
を
考
え
て
る

の
か
。

②
し
ら
か
み
十
二
湖
株
式
会
社
や
深

浦
町
食
産
業
振
興
公
社
と
の
合
併
は

あ
り
得
る
の
か
。

答　
町
長

①
株
式
会
社
ふ
か
う
ら
開
発
が
運
営

す
る
新
し
い
事
業
は
、
年
明
け
か
ら

実
証
運
行
す
る
予
定
の
岩
崎
方
面
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
と
本
町
の
「
ゆ

と
り
」
か
ら
診
療
所
ま
で
の
ミ
ニ
幹

線
に
つ
い
て
は
、
次
年
度
以
降
、
年

間
を
と
お
し
て
運
行
を
委
託
す
る
予

定
と
し
て
い
る
。

町政をただす

子
供
の
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
に
つ
い
て

問　
大
髙
議
員

①
保
育
園
や
小
学
校
に
進
む
子
供

た
ち
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策
に
つ
い

て
伺
う
。

②
血
液
検
査
や
食
物
経
口
負
荷
試

験
な
ど
町
で
ア
レ
ル
ギ
ー
検
査
を

行
っ
て
い
る
の
か
。

答　
町
長

①
各
保
育
園
で
は
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対

応
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
お
り
、

入
園
前
に
保
護
者
か
ら
詳
し
く
聞
き

取
り
を
行
い
、
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
が

必
要
な
子
供
が
入
園
す
る
際
は
、
個

別
の
給
食
を
提
供
す
る
対
応
を
と
っ

て
い
る
。
ま
た
、
小
学
校
就
学
前
の

子
供
に
つ
い
て
も
、
保
護
者
か
ら
そ

の
児
童
の
ア
レ
ル
ギ
ー
の
有
無
を
調

査
し
、
「
有
り
」
と
な
っ
た
場
合
は
、

医
療
機
関
を
受
診
の
上
、
日
本
学
校

保
健
会
が
作
成
し
た
「
学
校
生
活
管

理
指
導
表
」
に
、
精
密
な
ア
レ
ル
ギ

ー
検
査
の
検
査
結
果
を
記
入
し
て
い

た
だ
い
て
る
。

②
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
検
査
に
つ
い

て
、
特
定
の
方
が
診
断
を
受
け
て
実

施
す
る
も
の
で
あ
り
、
検
査
方
法
や

検
査
項
目
な
ど
多
種
多
様
な
こ
と
か

ら
、
受
診
勧
奨
や
検
査
費
用
の
助
成

等
は
行
っ
て
な
い
。

②
株
式
会
社
ふ
か
う
ら
開
発
と
し
ら

か
み
十
二
湖
株
式
会
社
の
合
併
や
一

般
財
団
法
人
深
浦
町
食
産
業
振
興
公

社
を
含
め
た
統
合
再
編
に
つ
き
ま
し

て
は
検
討
を
重
ね
て
き
た
。
平
成
25

年
に
「
ふ
か
う
ら
開
発
」
と
「
し
ら

か
み
十
二
湖
」
の
統
合
に
つ
い
て
検

討
し
た
際
は
、
合
併
に
よ
る
デ
メ
リ

ッ
ト
を
超
え
る
強
力
な
メ
リ
ッ
ト
が

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
認
識
の

下
、
検
討
し
た
が
、
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
と
い

う
結
論
に
至
た
り
、
両
社
の
統
合
は

見
送
ら
れ
た
。
平
成
30
年
度
に
は

「
ふ
か
う
ら
開
発
」
と
「
し
ら
か
み

十
二
湖
」
に
「
食
産
業
振
興
公
社
」

を
加
え
た
統
合
再
編
を
検
討
し
た
が
、

資
金
繰
り
の
問
題
や
長
期
未
払
金
に

関
す
る
問
題
、
合
併
に
よ
る
業
績
向

上
が
見
込
ま
れ
な
い
こ
と
な
ど
か

ら
、
三
セ
ク
等
の
統
合
再
編
の
検
討

は
、
一
旦
立
ち
止
ま
る
必
要
が
あ
る

と
の
結
論
に
至
っ
た
。
第
三
セ
ク
タ

ー
の
再
編
に
つ
い
て
は
、
各
々
の
会

社
に
お
い
て
各
課
題
を
解
決
し
た
後

に
検
討
す
べ
き
と
考
え
て
い
る
。


